
　

さ
る
５
月

日
か
ら

日
に
か
け
て
、
金
沢
別

院
に
お
い
て
「
金
沢
教
区
・
金
沢
別
院
宗
祖
親
鸞

聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
法
要
」
が
厳
修
さ
れ
た
。

　

日
、
午
前

時
か
ら
音
楽
法
要
が
勤
め
ら
れ
、

そ
の
後
境
内
に
設
置
さ
れ
た
舞
楽
台
で
金
沢
教
区

「
ち
ょ
う

い
ん
か
い

澄
音
会
」
に
よ
る

こ

ま

が
く

高
麗
楽
『

な

そ

り

納
曾
利
』
が
舞
わ
れ

た
。
午
後
１
時
か
ら
藤
原
千
佳
子
氏
（
浄
秀
寺
）

に
よ
る
法
話
が
あ
り
、「
初
逮
夜
」
の
お
勤
め
が
髙

桒
敬
和
金
沢
別
院
輪
番
の
調
声
で
勤
め
ら
れ
た
。

　

日
の
午
前
６
時
の
「
初
晨
朝
」
か
ら
は
大
谷

の
ぶ
ふ
み

暢
文
真
宗
大
谷
派
鍵
役
の
御
参
修
で
勤
め
ら
れ
、

午
前
９
時
に
稚
児
行
列
（

え
ん

ぎ

縁
儀
）
が
執
り
行
わ
れ

た
（
稚
児

名
）
。
午
後
１
時
か
ら
は
相
馬
豊
氏
（
道

因
寺
）
に
よ
る
帰
敬
式
法
話
、
法
話
後
に
「
結
願

逮
夜
」
が
勤
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
大
谷

ち
ょ
う

ゆ
う

暢
裕
真
宗

大
谷
派
門
首
に
よ
る
帰
敬
式
が
執
行
さ
れ
た
（
１

５
１
名
受
式
）
。
帰
敬
式
に
続
き
舞
楽
台
で
は
『
萬

歳
楽
』
が
舞
わ
れ
た
。

　

日
の
「
結
願
晨
朝
」
は
御
参
修
で
勤
め
ら
れ
、

午
前
９
時

分
か
ら
は
木
越
樹
氏
（
光
專
寺
）
に

よ
る
法
話
が
行
わ
れ
た
。

時
か
ら
は
稚
児
行
列

（
て
い

ぎ

庭
儀
）
が
行
わ
れ
た
（
稚
児
２
３
０
名
）
。
稚
児

行
列
後
に
は
舞
楽
『

り
ょ
う

お
う

陵
王
』
が
舞
わ
れ
、
そ
の
後
「
結

願
日
中
」
が
大
谷
暢
裕
門
首
の
御
親
修
、
大
谷
暢

文
鍵
役
御
参
修
で
厳
修
さ
れ
た
。

　

連
日
多
く
の
真
宗
門
徒
が
金
沢
別
院
に
集
ま
り

共
に
宗
祖
を
偲
び
、
念
仏
を
称
え
た
。

金
沢
教
区
・
金
沢
別
院

宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌

厳
修
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よ
ろ
こ
び
は　

い
つ
も
こ
こ
に

－

今
、親
鸞
さ
ま
に
出
あ
う
時

－
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５
月

日
、
大
谷
暢
裕
門
首
執
行
に
よ
る
「
帰

敬
式
」
が
行
わ
れ
、
１
５
１
名
が
受
式
し
た
。

　

式
で
は
、「

て
い
と
う

剃
刀
の
儀
」（
お
か
み
そ
り
）
に
続
き
、

受
式
者
を
代
表
し
て
高
木
邦
雄
氏
（
瑞
泉
寺
門
徒
）

が
法
名
を
受
け

取
り
、
そ
の
後
、

新
谷
壽
久
氏（
瑞

泉

寺

門

徒
）
が

「
誓
い
の
辞
」
を

述
べ
、
真

宗

の

教
え
を
依
り
ど

こ
ろ
と
し
て
生

活
す
る
こ
と
を

誓
っ
た
。

　

５
月

日
に
は
「
縁
儀
」
、
翌

日
に
は
「
庭
儀
」

に
よ
っ
て
稚
児
行
列
が
行
わ
れ
た
。

　

「
縁
儀
」
で
は
、

名
の
稚
児
と
と
も
に
ご
家
族
・

僧
侶
が
、
金
沢
真
宗
会
館
ホ
ー
ル
か
ら
館
内
を
練

り
歩
き
、
本
堂
の

ご

は
い

向
拝
を
通
り
、
本
堂
に
入
り
参

拝
し
た
。

　

日
の
「
庭
儀
」
で
は
、
２
３
０
名
の
稚
児
と

ご
家
族
・
僧
侶
が
、
金
沢
別
院
「
西
門
」
か
ら
外
へ

練
り
歩
き
、
金
澤
表
参
道
（
横
安
江
町
商
店
街
）

を
通
り
、
門
首
と
と
も
に
山
門
か
ら
本
堂
へ
入
り

参
拝
し
た
。

　

５
月

日
か
ら

日
ま
で
の
３
日
間
、

境
内
の
白
洲
に
特
設

さ
れ
た
舞
楽
台
で
金

沢
教
区
「
澄
音
会
」
に

よ
る
舞
楽
が
披
露
さ

れ
た
。
こ
の
た
び
の

舞
楽
で
は
、

日
に

２
人
で
舞
う

こ

ま

が
く

高
麗
楽

『
納
曾
利
』
、

日
に

４
人
で
優
雅
に
舞
う

『
萬
歳
楽
』
、
そ
し
て

日
に
は
竜
の
面
を

つ
け
て
１
人
で
舞
う

『
陵
王
』
が
演
じ
ら
れ

た
。

　

初
逮
夜
に
先

立
っ
て
勤
め
ら

れ
た
音
楽
法
要

で

は
、
真

宗

本

廟
（
東
本
願
寺
）

の
御
遠
忌
を
機

縁
に
作
曲
さ
れ

た
法
要
曲
を
合

唱
団
「
蓮
」
が
歌

い

上

げ

た
。
そ

の
後
、
門
徒
・
僧

侶
に
よ
る
「
正
信
偈
」
、
そ
し
て
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

の
念
仏
合
唱
が
本
堂
内
に
響
き
、
門
徒
と
僧
侶
が

と
も
に
音
楽
法
要
を
勤
め
た
。

　

こ
の
た
び
、
門
徒
、
寺
族
、
有
縁
の
方
々
の
尊
い
御

懇
念
を
賜
り
、
真
宗
大
谷
派
門
首
御
親
修
に
て
勤
め

ら
れ
た
「
金
沢
教
区
・
金
沢
別
院
宗
祖
親
鸞
聖
人
七

百
五
十
回
御
遠
忌
法
要
」
を
、
５
月

日
を
も
っ
て

無
事
円
成
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
御
遠
忌
法
要
に
先
立
ち
、
数
多
く
の
讃
仰

事
業
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
関
係
さ
れ
た
皆
様
の
主
体
的
な
お
は
た

ら
き
に
深
く
感
謝
し
、
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
か
ら
２
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
２

０
１
９
年
に
金
沢
別
院
本
堂
等
修
復
工
事
が
完
了

し
、
２
０
２
０
年
に
本
法
要
を
お
迎
え
で
き
る
よ

う
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
延
期
と
な
り
ま
し

た
。
延
期
を
経
て
本
年
の
厳
修
と
な
っ
た
法
要
で

す
が
、
こ
の
延
期
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
時
間
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な
時
間
と
な
り
、
改
め
て

御
遠
忌
に
つ
い
て
思
考
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

延
期
と
な
っ
た
御
遠
忌
を
勝
縁
と
し
て
、
改
め

て
教
化
事
業
等
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
、「
記
念

講
演
」や「
別
院
の
あ
ゆ
み
展
」「
お
待
ち
受
け
法
話
」

な
ど
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。「
別
院
の
あ
ゆ
み
展
」

で
は
、
多
数
の
遺
構
が
寄
せ
ら
れ
、
皆
様
方
の
別
院

へ
の
想
い
を
再
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
お
待
ち
受
け
法
話
」
で
は
、
若
手
僧
侶
を
中
心
に
、

法
話
と
茶
話
会
と
い
う
場
が
設
け
ら
れ
、
和
や
か

な
雰
囲
気
で
、
門
徒
・
僧
侶
が
共
に
聴
聞
し
合
う
姿

が
あ
り
、
大
切
に
す
べ
き
仏
事
で
あ
る
と
受
け
止

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

御
遠
忌
円
成
を
お
慶
び
す
る
と
と
も
に
、「
仏
法

領
」
と
し
て
存
在
す
る
、
未
来
の
金
沢
教
区
・
別
院

を
想
像
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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